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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スキャン信号を各サブフレーム単位で生成して複数の走査ラインに順次提供するゲート
駆動回路と、
　前記サブフレーム単位でスキャン信号が印加される度に所定のデータ信号を複数のデー
タラインに提供するデータ駆動回路と、
　発光素子の発光を制御するための第1及び第2発光制御信号を生成して複数の発光制御ラ
インに提供する発光制御信号発生回路と、
　前記複数の走査ライン、データライン、発光制御ライン及び複数の電源ラインに連結さ
れてマトリックス形態に配列される複数の画素が具備された画素部とが含まれ、
　前記画素は、寿命が相対的に長い複数の発光素子を有する第1単位画素部と、寿命が一
番短い一つの発光素子で構成される第2単位画素部とが含まれて構成され、
　前記第1単位画素部では、前記複数の発光素子が駆動素子を共有して時分割駆動され、
前記第2単位画素部では、前記一つの発光素子が独立した駆動素子によって持続的に駆動
される
ことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記サブフレームは、
　一つのフレームが所定区間に分けられて構成されることを特徴とする請求項1に記載の
有機電界発光表示装置。
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【請求項３】
　前記画素は、
　少なくとも3個以上の発光素子で構成されることを特徴とする請求項1に記載の有機電界
発光表示装置。
【請求項４】
　前記第1単位画素部は、
　赤RのEL素子と緑GのEL素子が含まれて構成されることを特徴とする請求項1に記載の有
機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記第2単位画素部は、
　青BのEL素子が含まれて構成されることを特徴とする請求項1に記載の有機電界発光表示
装置。
【請求項６】
　前記第1単位画素部に接続されるデータラインとして、赤R、緑Gのデータが各サブフレ
ーム単位で順次提供されることを特徴とする請求項1に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記第2単位画素部に接続されるデータラインとして、青Bのデータが一フレーム時間の
間提供されることを特徴とする請求項1に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記第1発光制御信号は、
　前記第1及び2単位画素部を各サブフレーム単位で発光させるための信号で、前記サブフ
レーム区間中所定期間に特定レベルであるハイレベルまたはローレベルで提供されること
を特徴とする請求項1に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記第1発光制御信号は、
　前記単位画素部がPMOSトランジスタに具現される場合、前記所定期間にローレベルで提
供され、
　前記単位画素部がNMOSトランジスタに具現される場合にはハイレベルで提供されること
を特徴とする請求項8に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記第2発光制御信号は、
　第1単位画素部を各サブフレーム単位で順次発光させるための信号で、前記各サブフレ
ーム単位で位相が反転されて提供されることを特徴とする請求項1に記載の有機電界発光
表示装置。
【請求項１１】
　前記駆動素子は、
　第1電源ELVDDと初期化電源Vintとの間に接続されるストレージキャパシタC及び第6トラ
ンジスタとM6と、
　第1電源ELVDDと発光素子OLEDとの間に接続される第4トランジスタM4、第1トランジスタ
M1、第5トランジスタM5と、
　第1トランジスタM1のゲート電極と第1電極との間に接続される第3トランジスタM3と、
　データラインと第1トランジスタM1の第2電極との間に接続される第2トランジスタM2と
、を具備することを特徴とする請求項1に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　前記第1ないし第6トランジスタは、
　PMOSトランジスタであることを特徴とする請求項11に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
　前記第1単位画素部には、
　前記第5トランジスタM5と赤R、緑GのEL素子との間にそれぞれ接続される第7トランジス
タM7及び第8トランジスタM8がさらに具備されることを特徴とする請求項11に記載の有機
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電界発光表示装置。
【請求項１４】
　前記第7トランジスタM7は、PMOSトランジスタで、第8トランジスタM8は、NMOSトランジ
スタであることを特徴とする請求項13に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１５】
　前記第7トランジスタM7及び第8トランジスタM8のゲート端子として、第2発光制御線が
接続され、前記第1単位画素部の赤R、緑GのEL素子を順次駆動させる第2発光制御信号Em2
が提供されることを特徴とする請求項13に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１６】
　寿命が相対的に長い複数の発光素子を有する第1単位画素部と、寿命が一番短い一つの
発光素子で構成される第2単位画素部とで構成される画素が含まれた有機電界発光表示装
置の駆動方法において、
　前記第1単位画素部では、
　前記複数の発光素子が、駆動素子を共有し、各サブフレーム別に同じデータラインを通
じて少なくとも2個以上のデータが順次提供されて時分割駆動され、
　前記第2単位画素部では、
　前記一つの発光素子が、独立した駆動素子によって、別途のデータラインを通じて前記
第1単位画素部に提供されるデータと相異なるデータが一フレーム時間の間持続提供され
て駆動されることを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１７】
　前記サブフレームは、
　一つのフレームが所定区間に分けられて構成されることを特徴とする請求項16に記載の
有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１８】
　前記第1単位画素部に接続されるデータラインとして、赤R、緑Gのデータが各サブフレ
ーム単位で順次提供されることを特徴とする請求項16に記載の有機電界発光表示装置の駆
動方法。
【請求項１９】
　前記第2単位画素部に接続されるデータラインとして、青Bのデータが一フレーム時間の
間提供されることを特徴とする請求項16に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機電界発光表示装置に関し、特に、R、G、B別にEL素子の寿命偏差による問
題を解決する有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、軽量、薄型などの特性でポータブル情報器機に液晶表示装置と有機電界発光表示
装置などが広く使われており、特に、前記有機電界発光表示装置は、液晶表示装置に比べ
て輝度特性及び視野角特性が優秀なので、次世代平板表示装置として注目されている。
【０００３】
　通常、アクティブマトリックス有機電界発光表示装置は、一つの画素がR、G、Bの単位
画素で構成され、各R、G、Bの単位画素は、それぞれEL素子を具備する。前記各EL素子は
、アノード電極とカソード電極との間に各R、G、Bの有機発光層が介在され、アノード電
極とカソード電極に印加される電圧によってR、G、Bの有機発光層から光が発光する。
【０００４】
　図1は、従来のアクティブマトリックス有機電界発光表示装置の構成を図示した図面で
ある。図1を参照すれば、従来のアクティブマトリックス有機電界発光表示装置10は、画
素部100、ゲート駆動回路110、データ駆動回路120及び制御部（図示せず）を具備する。
【０００５】
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　前記画素部100は、前記ゲート駆動回路110からスキャン信号S1-Smが提供される複数の
走査ライン111-11mと、前記データ駆動回路120からデータ信号DR1、DG1、DB1…DRn、DGn
、DBnを提供するための複数のデータライン121-12n及び電源電圧VDD1-VDDnを提供する複
数の電源供給ライン131-13nを具備する。
【０００６】
　前記画素部100は、複数の走査ライン111-11m、複数のデータライン121-12n及び複数の
電源ライン131-13nに連結される複数の画素P11-Pmnが、マトリックス形態に配列されて、
前記各画素P11-Pmnは3個の単位画素、すなわち、R、G、Bの単位画素PR11、PG11、PB11-PR
mn、PGmn、PBmnで構成され、複数の走査ライン、データライン及び電源供給ラインの中で
該当する一本の走査ライン、データライン及び電源供給ラインにそれぞれ連結される。
【０００７】
　例えば、画素部100の左側上端に位置した画素P11は、Rの単位画素PR11、Gの単位画素PG
11、Bの単位画素PB11を具備し、複数の走査ライン111-11mの中で第1スキャン信号S1を提
供する第1走査ライン111、複数のデータライン121-12n中の第1データライン121、そして
複数の電源ライン131-13n中の第1電源ライン131に連結される。
【０００８】
　すなわち、前記画素P11中、Rの単位画素PR11は、第1走査ライン111、第1データライン1
21中のRのデータ信号DR1が提供されるRのデータライン121R、そして第1電源ライン131中
のRの電源ライン131Rに連結されて、Gの単位画素PG11は、第1走査ライン111、第1データ
ライン121中のGのデータ信号DG1が提供されるGのデータライン121G、そして第1電源ライ
ン131中のGの電源ライン131Gに連結されて、Bの単位画素PB11は、第1走査ライン111、第1
データライン121中のBのデータ信号DB1が提供されるBのデータライン121B、そして第1電
源ライン131中のBの電源ライン131Bに連結される。
【０００９】
　図2は、従来の有機電界発光表示装置各画素を構成する回路を図示し、図1でR、G、Bの
単位画素で構成される一つの画素P11の回路構成図を図示した図面である。図2を参照すれ
ば、画素P11を構成するR、G、Bの単位画素PR11、PG11、PB11中、Rの単位画素PR11は、第1
走査ライン111から印加されるスキャン信号S1がゲートに提供されて、ソースにRのデータ
ライン121Rからデータ信号DR1が提供されるスイッチングトランジスタM1_Rと、前記スイ
ッチングトランジスタM1_Rのドレインにゲートが連結されて、ソースに電源ライン131Rか
ら電源電圧VDD1が提供される駆動トランジスタM2_Rと、前記駆動トランジスタM2_Rのゲー
トとソースに連結されたキャパシターC1_Rと、前記駆動トランジスタM2_Rのドレインにア
ノードが連結されてカソードが接地電圧VSSに連結されたRのEL素子EL1_Rで構成される。
【００１０】
　これと同様に、Gの単位画素PG11は、第1走査ライン111から印加されるスキャン信号S1
がゲートに提供されて、ソースにGのデータライン121Gからデータ信号DG1が提供されるス
イッチングトランジスタM1_Gと、前記スイッチングトランジスタM1_Gのドレインにゲート
が連結されて、ソースに電源ライン131Gから電源電圧VDD1が提供される駆動トランジスタ
M2_Gと、前記駆動トランジスタM2_Gのゲートとソースに連結されたキャパシターC1_Gと、
前記駆動トランジスタM2_Gのドレインにアノードが連結されてカソードが接地電圧VSSに
連結されたGのEL素子EL1_Gで構成される。
【００１１】
　また、Bの単位画素PB11は、第1走査ライン111から印加されるスキャン信号S1がゲート
に提供されて、ソースにBのデータライン121Bからデータ信号DB1が提供されるスイッチン
グトランジスタM1_Bと、前記スイッチングトランジスタM1_Bのドレインにゲートが連結さ
れて、ソースに電源ライン131Bから電源電圧VDD1が提供される駆動トランジスタM2_Bと、
前記駆動トランジスタM2_Bのゲートとソースに連結されたキャパシターC1_Bと、前記駆動
トランジスタM2_Bのドレインにアノードが連結されてカソードが接地電圧VSSに連結され
たBのEL素子EL1_Bで構成される。
【００１２】
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　上記ピクセル回路の動作をよく見れば、走査ライン111にスキャン信号S1が印加されれ
ば、画素P11を構成するR、G、Bの単位画素のスイッチングトランジスタM1_R、M1_G、M1_B
が駆動され、R、G、Bのデータライン121R、121G、121BからR、G、BのデータDR1、DG1、DB
1が駆動トランジスタM2_R、M2_G、M2_Bのゲートにそれぞれ印加される。
【００１３】
　駆動トランジスタM2_R、M2_G、M2_Bは、ゲートに印加されるデータ信号DR1、DG1、DB1
とR、G、B電源ライン131R、131G、131Bからそれぞれ提供される電源電圧VDD1との差に相
応する駆動電流をEL素子EL1_R、EL1_G、EL1_Bに提供する。各EL素子EL1_R、EL1_G、EL1_B
は、駆動トランジスタM2_R、M2_G、M2_Bを通じて印加される駆動電流によって駆動されて
画素P11が駆動される。キャパシターC1_R、C1_G、C1_Bは、各R、G、Bのデータライン121R
、121G、121Bに印加されたデータ信号DR1、DG1、DB1を保存するための手段である。
【００１４】
　上記のような構成を持つ従来の有機電界発光表示装置の動作を図3の駆動波形図を参照
して説明する。まず、第1走査ライン111にスキャン信号S1が印加されれば、前記第1走査
ライン111が駆動されて、前記第1走査ライン111に連結された画素P11-P1nが駆動される。
【００１５】
　すなわち、第1走査ライン111に印加されるスキャン信号S1によって第1走査ライン111に
連結された画素P11-P1nのR、G、Bの単位画素PR11-PR1n、PG11-PG1n、PB11-PB1nのスイッ
チングトランジスタが駆動される。スイッチングトランジスタの駆動によって、第1ない
し第nデータライン121-12nを構成するR、G、Bのデータライン121R-12nR、121G-12nG、121
B-12nBからR、G、Bのデータ信号DS1DR1-DRn、DG1-DGn、DB1-DBnがR、G、Bの単位画素の駆
動トランジスタのゲートに同時にそれぞれ印加される。
【００１６】
　R、G、Bの単位画素の駆動トランジスタは、R、G、Bのデータライン121R-12nR、121G-12
nG、121B-12nBにそれぞれ印加されるR、G、Bのデータ信号DS1DR1-DRn、DG1-DGn、DB1-DBn
に相応する駆動電流をR、G、BのEL素子に提供する。よって、第1走査ライン111に連結さ
れた画素P11-P1nのR、G、Bの単位画素PR11-PR1n、PG11-PG1n、PB11-PB1nを構成するEL素
子は、第1走査ライン111にスキャン信号S1が印加されれば、同時に駆動される。
【００１７】
　これと同様に、第2走査ライン112を駆動するためのスキャン信号S2が印加されれば、第
2走査ライン112に連結された画素P21-P2nのR、G、Bの単位画素PR21-PR2n、PG21-PG2n、PB
21-PB2nには、第1ないし第nデータライン121-12nを構成するR、G、Bのデータライン121R-
12nR、121G-12nG、121B-12nBからデータ信号DS2DR1-DRn、DG1-DGn、DB1-DBnが印加される
。
【００１８】
　第2走査ライン112に連結された画素P21-P2nのR、G、Bの単位画素PR21-PR2n、PG21-PG2n
、PB21-PB2nを構成するEL素子がデータ信号DS2DR1-DRn、DG1-DGn、DB1-DBnに相応する駆
動電流によって同時に駆動される。
【００１９】
　このような動作を繰り返して最終的にm番目走査ライン11mにスキャン信号Smが印加され
ればR、G、Bのデータライン121R-12nR、121G-12nG、121B-12nBに印加されるR、G、Bのデ
ータ信号DSmDR1-DRn、DG1-DGn、DB1-DBnによってm番目走査ライン11mに連結された画素Pm
1-PmnのR、G、Bの単位画素PRm1-PRmn、PGm1-PGmn、PBm1-PBmnを構成するEL素子が同時に
駆動される。
【００２０】
　そこで、第1走査ライン111から第m走査ライン11mに順次スキャン信号S1-Smが印加され
れば、各走査ライン111-11mに連結された画素P11-P1n-Pm1-Pmnが順次駆動されて一フレー
ム時間1Fの間、画素を駆動して画像をディスプレーするようになる。
【００２１】
　ただし、上記のような構成を持つ有機電界発光表示装置は、各画素が3個のR、G、Bの単
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位画素で構成され、各R、G、Bの単位画素別にR、G、BのEL素子を駆動させるための駆動素
子、すなわち、スイッチング薄膜トランジスタ及び駆動薄膜トランジスタとキャパシター
がそれぞれ配列されて、各駆動素子にデータ信号と共通電源ELVDDを提供するためのデー
タライン及び共通電源ラインが単位画素別にそれぞれ配列される。
【００２２】
　このような従来の有機電界発光表示装置の構成によれば、各画素ごとに3個の単位画素
が具備されなければならないため、各画素ごとに複数の配線と複数の素子が配列されるこ
とによって回路構成が複雑で、それによって欠陷が発生される確率が増加して歩留まりが
低下されるという問題点がある。
【００２３】
　また、表示装置がますます高精細化されるにつれて各画素の面積が減少し、それによっ
て一つの画素に多くの要素を配列することが難しいだけでなく、開口率が減少するという
問題点があった。
【００２４】
　また、前記R、G、Bの単位画素にそれぞれ具備されるEL素子は、互いに異なる材料で形
成される発光層を具備しているから各単位画素に具備されるEL素子の寿命が互いに相異な
る。
【００２５】
　このため、時間が経つほど前記R、G、Bの単位画素別に輝度減少の程度位に差が生じて
ホワイトバランス(white　Balance)変化及びイメージスティキング(image　stickin)現象
が発生されるという短所がある。
【００２６】
　一方、前記従来の有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関する技術を記載した文献
としては、下記特許文献１等がある。
【特許文献１】韓国特許出願公開第２００５－００４６４６９号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２７】
　したがって、本発明は一つの画素を構成する単位画素において、寿命が相対的に長い単
位画素は時分割制御(TimeDivisionControl、TDC)駆動方法を、残りの寿命が短い単位画素
は一般的な駆動方法を適用するように具現することによって、開口率の減少なしに各単位
画素の寿命偏差による問題を解決する有機電界発光表示装置及びその駆動方法を提供する
にその目的がある。
【課題を解決するための手段】
【００２８】
　前記目的を果たすために本発明の第1側面は、スキャン信号を各サブフレーム単位で生
成して複数の走査ラインに順次提供するゲート駆動回路と、前記サブフレーム単位でスキ
ャン信号が印加される度に所定のデータ信号を複数のデータラインに提供するデータ駆動
回路と、EL素子の発光を制御するための第1及び第2発光制御信号を生成して複数の発光制
御ラインに提供する発光制御信号発生回路と、前記複数の走査ライン、データライン、発
光制御ライン及び複数の電源ラインに連結されてマトリックス形態に配列される複数の画
素が具備された画素部とが含まれて、前記画素は複数の単位画素が一つの画素回路を共有
して時分割制御駆動する第1単位画素部と、一つの単位画素が別途の独立された画素回路
を具備する第2単位画素部とが含まれて構成されることを特徴とする。
【００２９】
　また、本発明の第2側面は、スキャン信号を各サブフレーム単位で生成して複数の走査
ラインに順次提供するゲート駆動回路と、前記サブフレーム単位でスキャン信号が印加さ
れる度に所定のデータ信号を複数のデータラインに提供するデータ駆動回路と、EL素子の
発光を制御するための第1及び第2発光制御信号を生成して複数の発光制御ラインに提供す
る発光制御信号発生回路と、前記複数の走査ライン、データライン、発光制御ライン及び
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複数の電源ラインに連結されてマトリックス形態に配列される複数の画素が具備された画
素部とが含まれて、前記画素は時分割駆動可否によって第1単位画素部と、第2単位画素部
とで分けられて構成されることを特徴とする。
【００３０】
　また、本発明の第3側面は、複数のEL素子が一つの画素回路を共有する第1単位画素部と
、一つのEL素子が別途の画素を具備する第2単位画素部とで構成される画素が含まれた有
機電界発光表示装置の駆動方法において、前記第1単位画素部は各サブフレーム別に同じ
データラインを通じて少なくとも2個以上のデータが順次提供されて時分割駆動され、前
記第2単位画素部は別途のデータラインを通じて前記第1単位画素部に提供されるデータと
相異なるデータが一フレーム時間の間持続提供されて駆動されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３１】
　このような本発明によれば、寿命が相対的に長い単位画素は時分割制御駆動を、残り寿
命が短い単位画素は一般的な駆動方法を適用するように具現することによって、開口率の
減少なしに各単位画素の寿命偏差による問題、すなわち、時間が経つほど前記R、G、Bの
単位画素別に輝度減少位差によるホワイトバルランスの変化及びイメージスティキング(i
mage　sticking)現象を解決することができるという長所がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　以下、添付された図面を参照して本発明の実施形態をより詳しく説明する。図4は、本
発明の実施形態による有機電界発光表示装置のブロック構成図である。ただし、これは一
つの実施形態として本発明による有機電界発光表示装置の構成が必ずしもこれに限定され
るのではない。
【００３３】
　図4を参照すれば、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置400は、画素部410、
ゲート駆動回路430、データ駆動回路420及び発光制御信号発生回路440を具備する。前記
ゲート駆動回路430は前記画素部410の走査ラインにスキャン信号S1-Smを各サブフレーム
時間の間順次発生する。
【００３４】
　前記サブフレームは、一フレームを所定間隔で分けたもので、本発明の実施形態の場合
、前記サブフレームは一フレームを1/2で分けた期間にあたる。
【００３５】
　前記データ駆動回路420は、前記画素部410のデータラインでR、G、Bのデータ信号DR1、
DG1、DB1、-DRn、DGn、DBnを前記サブフレーム単位でスキャン信号が印加される度に順次
提供する。ただし、本発明は画素450が赤R、緑G、青Bの単位画素で構成されることをその
例としてあげており、この場合、前記各単位画素に具備されたEL素子に対して前記EL素子
の寿命が相対的に長い単位画素、すなわち、R、Gの単位画素は時分割制御駆動方法を、残
りの寿命が短い単位画素、すなわち、Bの単位画素は一般的な駆動方法を適用するように
具現することを特徴とする。
【００３６】
　すなわち、前記画素450は時分割駆動(以下TDC)可否によって第1単位画素部452と、第2
単位画素部454で分けられて構成され、これによって相対的にEL素子の寿命が長いR、Gの
単位画素は、一つの画素回路を共有して時分割駆動が適用される第1単位画素部452で構成
され、寿命が一番短いBの単位画素は時分割駆動が適用されない第2単位画素部454で構成
される。
【００３７】
　したがって、前記第1単位画素部452に接続されるデータラインとしては、R、Gのデータ
が各サブフレーム単位で順次提供され、前記第2単位画素部454に接続されるデータライン
としては、サブフレーム単位でスキャン信号が印加される時、Bのデータが持続的に提供
される。
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【００３８】
　また、前記発光制御信号発生回路440は、画素部410の発光制御ラインにR、G、Bの単位
画素内に具備された各EL素子の発光を制御するための発光制御信号E11、E12～Em1、E2mを
各画素に提供する。
【００３９】
　この時、前記発光制御信号は、第1発光制御信号E11～Em1及び第2発光制御信号E12～Em2
に区分されるが、前記第1発光制御信号は第1及び2単位画素部452、454を各サブフレーム
単位で発光させるための信号としてサブフレーム区間中、所定期間に特定レベル(ハイレ
ベルまたはローレベル)で提供され、前記第2発光制御信号は第1単位画素部452を各サブフ
レーム単位で順次発光させるための信号として各サブフレーム単位で位相が反転されて提
供されることを特徴とする。
【００４０】
　すなわち、前記単位画素部がPMOSトランジスタに具現される場合には、前記第1発光制
御信号は前記所定期間にローレベルで提供され、前記単位画素部がNMOSトランジスタに具
現される場合にはハイレベルで提供されるのである。
【００４１】
　これによって、前記第1単位画素部452は、第1及び第2発光制御信号によってR、GのEL素
子が各サブフレーム単位で順次発光し、第2単位画素部454は、第1発光制御信号によって
各サブフレーム単位で持続発光する。
【００４２】
　つまり、前記画素部410は前記ゲート駆動回路430からスキャン信号S1-Smがそれぞれ提
供される複数の走査ラインと、前記データ駆動回路420からデータ信号DR1、DG1、DB1、～
DRn、DGn、DBnがそれぞれ提供される複数のデータラインと、前記発光制御信号発生回路4
400から第1及び第2発光制御信号E11、E12～Em1、E2mがそれぞれ提供される複数の発光制
御ライン及び電源電圧ELVDDを提供する複数の電源ラインを具備し、前記画素部410は前記
複数の走査ライン、複数のデータライン、複数の発光制御ライン及び複数の電源ラインに
連結されて、マトリックス形態に配列される複数の画素450をさらに含んで構成される。
【００４３】
　この時、前記画素450は複数の単位画素を具備するが、本発明は前記画素を構成する少
なくとも3個以上の単位画素に対して、寿命が相対的に長い単位画素は時分割制御駆動方
法を、残りの寿命が短い単位画素は一般的な駆動方法を適用するように具現することを特
徴とし、このために前記発光制御ラインは各画素当たり2ラインが連結されるように構成
される。
【００４４】
　一例として、R、G、Bの単位画素を具備する画素に対してEL素子の寿命が一番短いBの単
位画素は一般的な駆動方法を適用し、相対的にEL素子の寿命が長いR、Gの単位画素はTDC
駆動方法を適用することで、これによって前述したように前記画素450は、相対的にEL素
子の寿命が長いR、Gの単位画素に対してこれを一つの画素回路を共有して時分割駆動が適
用される第1単位画素部452と、寿命が一番短いBの単位画素は時分割駆動が適用されない
第2単位画素部454で構成される。
【００４５】
　一例として、前記画素450には第1スキャンラインを通じて第1スキャン信号S1が印加さ
れ、第1データラインを通じてR、Gのデータ信号DR1、DG1が順次提供され、前記R、Bのデ
ータ信号が順次提供される間第2データラインを通じてBのデータ信号DB1が提供され、前
記第1及び第2発光制御ラインを通じて第1及び第2発光制御信号E11、E12が提供されて前記
画素450を構成する各単位画素部452、454が発光される時間を制御し、電源ラインを通じ
て所定の電源ELVDDが印加される。
【００４６】
　そこで、それぞれの画素450はサブフレーム単位でスキャン信号が印加される度に対応
するR、G、Bのデータ信号が印加され、発光制御信号にしたがってR、G、BのEL素子が駆動
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されて前記R、G、Bのデータ信号に相応する光を発光するので、結果的に一フレーム時間
の間、所定の色、すなわち、画像を表示するようになる。
【００４７】
　ただし、本発明の場合、寿命が相対的に長い単位画素、すなわち、一例としてR、Gの単
位画素回路を共有する第1単位画素部452を構成して、時分割制御駆動方法を通じて一フレ
ーム時間の間、1/2ずつ、すなわち、サブフレーム時間の間に順次駆動され、残りの寿命
が短い単位画素、すなわち、Bの単位画素が具備された第2単位画素部454は、各サブフレ
ーム時間の間に持続的に駆動されて結果的に一フレーム時間の間駆動されることで、開口
率の減少なしに各単位画素の寿命偏差による問題を解決することができる。
【００４８】
　すなわち、寿命が短いBの単位画素は、一フレーム時間の間光を発光させ、寿命が相対
的に長いR、Gの単位画素は一フレーム時間の1/2ずつ順次発光させることで、同じ輝度を
発光するために必要な電流密度は、Bの単位画素がR、Gの単位画素に比べて低くなるため
、Bの単位画素とR、Gの単位画素との寿命偏差を減らすことができる。
【００４９】
　本発明の実施形態の場合、前記R、Gの単位画素は時分割制御駆動方法によって駆動され
るが、これはR、Gの単位画素が一つの画素回路を共有して使用し、一フレーム時間の間前
記R、Gの単位画素が順次駆動されることを意味する。
【００５０】
　すなわち、一フレームを2個のサブフレームで分割し、各サブフレームごとに前記共有
する画素回路を通じてそれぞれR、GのEL素子を順次駆動させることで、一フレーム時間の
間R、GのEL素子が時分割的に順次駆動されるのである。
【００５１】
　結果的に、本発明によれば、一フレームを構成するサブフレーム時間の間R、G単位画素
のEL素子は時分割的に順次駆動され、Bの単位画素のEL素子は、一フレーム時間の間持続
的に駆動されて、全体的に各画素は前記R、G、Bの色の組み合わせによって所定の色を発
光して画像をディスプレイするようになる。
【００５２】
　本発明の実施形態では各画素がR、G、Bの単位画素で構成されることを例とし、一フレ
ームの2サブフレーム時間の間R、GのEL素子の順に駆動されてR、Gの色を発光し、BのEL素
子は時分割駆動でなく、一般的に駆動されることにより、各画素が所定の色を具現するよ
うにしたが、色度、明るさ、または輝度などを調整するために、R、G、B、WのEL素子の発
光手順を任意的に変更したり、または一フレームを3サブフレーム以上に分割して残りの
サブフレームでR、G、Bの色の中で少なくとも一つをさらに発光させることも可能である
。
【００５３】
　すなわち、R、G、B、Wの単位画素の中でEL素子の寿命が一番短い単位画素を除いた残り
の単位画素に対して一フレームを複数のフレームで分割してこれを時分割制御駆動するこ
とも可能である。
【００５４】
　図5は、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置の画素部に形成される画素の回
路構成を現わす図であり、図6は、図5に図示された画素の入出力信号に対するタイミング
図である。ただし、これは一つの実施形態であって、本発明による単位画素の回路構成が
必ずしもこれに限定されるのではない。
【００５５】
　図5を参照すれば、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置の各画素450は、複数
の単位画素を具備し、前記単位画素は時分割駆動(以下TDC)可否によって第1単位画素部45
2と、第2単位画素部454とで分けられて構成されることを特徴とする。
【００５６】
　すなわち、図示されたように前記画素がR、G、Bの単位画素で構成されると仮定する場
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合、各単位画素に具備されるEL素子の寿命を比較して相対的にEL素子の寿命が長いR、Gの
単位画素は、一つの画素回路500を共有して時分割駆動が適用される第1単位画素部452で
構成され、寿命が一番短いBの単位画素は、時分割駆動が適用されない第2単位画素部454
で構成される。
【００５７】
　前記第1単位画素部452は、第1及び第2発光制御ラインが接続されて第1及び2発光制御信
号Em1、Em2によって一フレーム時間の間R、GのEL素子が1/2ずつ分けられて、すなわち、
サブフレーム単位で順次発光され、前記第2単位画素部454は第1発光制御ラインに接続さ
れて一フレーム時間の間前記第1発光制御信号Em1によってBのEL素子が発光される。
【００５８】
　このために図6に図示されたように、前記第1発光制御信号Em1は第1及び2単位画素部452
、454を各サブフレーム単位で発光させるための信号としてサブフレーム区間中所定期間
に特定レベル(ハイレベルまたはローレベル)で提供され、前記第2発光制御信号は第1単位
画素部452を各サブフレーム単位で順次発光させるための信号として各サブフレーム単位
で位相が反転されて提供されることを特徴とする。
【００５９】
　ただし、本発明の実施形態の場合、前記単位画素部がPMOSトランジスタで具現されるこ
とを例にしたので、前記第1発光制御信号は前記所定期間にローレベルで提供されること
が分かる。
【００６０】
　このように、寿命が短いBの単位画素は、一フレーム時間の間光を発光させ、寿命が相
対的に長いR、Gの単位画素は一フレーム時間の1/2ずつ順次発光させることで、同じ輝度
を発光するために必要な電流密度は、Bの単位画素がR、Gの単位画素に比べて低くなるの
で、Bの単位画素とR、Gの単位画素との寿命偏差を減らすことができる。
【００６１】
　さらに、図5を参照すれば、前記画素450には順次スキャン信号Sm、Sm-1を提供する第1
及び第2走査ラインと、第1単位画素部452に対するデータ信号DRn、DGnを提供する第1デー
タライン、及び第2単位画素部454に対するデータ信号DBnを提供する第2データラインと、
前記第1及び第2単位画素部452、454に共通接続されて第1発光制御信号Em1を提供する第1
発光制御ラインと、前記第2単位画素部に接続されて第2発光制御信号Em2を提供する第2発
光制御ラインとが具備される。また、前記第1及び第2単位画素部452、454にはそれぞれ第
1電源ELVDDを供給する電源供給ラインが接続される。
【００６２】
　また、前記第1単位画素部452及び第2単位画素部454は、それぞれR、GのEL素子及びBのE
L素子を発光させるための画素回路500を具備し、この時それぞれのEL素子のアノード電極
は、前記画素回路500に接続され、カソード電極は第2電源ELVSSに接続される。
【００６３】
　前記第2電源ELVSSは第1電源ELVDDより低い電圧、例えば、グラウンド電圧などに設定さ
れる。また、EL素子は、画素回路500から供給される電流に対応して赤R、緑G、及び青Bな
どのうちいずれか一つの光を生成するが、前記RのEL素子及びBのEL素子は第1単位画素部4
52に含まれて一つの画素回路500を共有することを特徴とする。
【００６４】
　前記画素回路500は、第1電源ELVDDと初期化電源Vintとの間に接続されるストレージキ
ャパシタC及び第6トランジスタとM6と、第1電源ELVDDと発光素子OLEDとの間に接続される
第4トランジスタM4、第1トランジスタM1、第5トランジスタM5と、第1トランジスタM1のゲ
ート電極と第1電極との間に接続される第3トランジスタM3と、データ線DLと第1トランジ
スタM1の第2電極との間に接続される第2トランジスタM2とを具備する。
【００６５】
　ここで、第1電極はドレイン電極及びソース電極の中でいずれか一つに設定され、第2電
極は第1電極と異なる電極に設定される。例えば、第1電極がソース電極に設定された場合
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、第2電極はドレイン電極に設定される。そして、図5において、第1ないし第6トランジス
タM1ないしM6がPMOSトランジスタに図示されたが、本発明はこれに限定されない。ただし
、第1ないし第6トランジスタM1ないしM6がNMOSトランジスタで形成されれば当業者に広く
知られたように駆動波形の極性が反転される。
【００６６】
　第1トランジスタM1の第1電極は、第4トランジスタM4を経由して第1電源ELVDDに接続さ
れ、第2電極は第2単位画素部の場合第5トランジスタM5を経由してBのEL素子に接続される
。そして、第1トランジスタM1のゲート電極はストレージキャパシタCに接続される。この
ような第1トランジスタM1は、ストレージキャパシタCに充電された電圧に対応する電流を
EL素子に供給する。
【００６７】
　ただし、第1単位画素部452の場合、R、GのEL素子を一フレーム時間の1/2の間、すなわ
ち、サブフレーム時間の間に順次駆動させるために第2発光制御ラインが追加で接続され
るので、前記第1トランジスタM1の第2電極は、前記第5トランジスタM5及び第7トランジス
タM7、または第5トランジスタM5及び第8トランジスタM8を経由して、それぞれR、GのEL素
子に接続される。
【００６８】
　第3トランジスタM3の第1電極は、第1トランジスタM1の第1電極に接続され、第2電極は
第1トランジスタM1のゲート電極に接続される。そして、第3トランジスタM3のゲート電極
は、第1走査ラインSnに接続される。このような第3トランジスタM3は、第1走査ラインSn
に走査信号が供給される時、ターンオンされて第1トランジスタM1をダイオード形態で接
続させる。すなわち、第3トランジスタM3がターンオンされる時、第1トランジスタM1はダ
イオード形態で接続される。
【００６９】
　第2トランジスタM2の第1電極は、データ線DLに接続され、第2電極は第1トランジスタM1
の第2電極に接続される。そして、第2トランジスタM2のゲート電極は第1走査ラインSnに
接続される。このような第2トランジスタM2は、第1走査ラインSnに走査信号が供給される
時、ターンオンされてデータラインDLに供給されるデータ信号を第1トランジスタM1の第2
電極に供給する。
【００７０】
　第4トランジスタM4の第1電極は、第1電源ELVDDに接続され、第2電極は第1トランジスタ
M1に接続される。そして、第4トランジスタM4のゲート電極は発光制御線Enに接続される
。このような第4トランジスタM4は、発光制御信号が供給されない時、ターンオンされて
第1電源ELVDDと第1トランジスタM1とを電気的に接続させる。
【００７１】
　第5トランジスタM5の第1電極は、第1トランジスタM1に接続され、第2電極は第2単位画
素部の場合にBのEL素子に接続される。そして、第5トランジスタM5のゲート電極は、第1
発光制御ラインに接続される。このような第5トランジスタM5は、第1発光制御信号Em1が
ローレベルで提供される時、ターンオンされて第1トランジスタM1と第2単位画素部のBのE
L素子とを電気的に接続させる。
【００７２】
　ただし、第1単位画素部の場合、R、GのEL素子を一フレーム時間の1/2の間順次駆動させ
るために第2発光制御ラインが追加で接続される。したがって、前記第5トランジスタM5と
R、GのEL素子との間にそれぞれ接続される第7トランジスタM7及び第8トランジスタM8が追
加で具備される。
【００７３】
　ただし、前記第7トランジスタM7は、PMOSトランジスタであり、第8トランジスタM8はNM
OSトランジスタである。これは一フレーム時間を1/2に分けて第1単位画素部の所定EL素子
が発光する時、残りのEL素子は発光できないようにするためである。
【００７４】
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　このため、前記第7トランジスタM7及び第8トランジスタM8のゲート端子には、第2発光
制御線が接続されて、前記第1単位画素部452のR、GのEL素子を順次駆動させる第2発光制
御信号Em2を提供する。
【００７５】
　第6トランジスタM6の第2電極は、ストレージキャパシタC及び第1トランジスタM1のゲー
ト電極に接続され、第1電極は初期化電源Vintに接続される。そして、第6トランジスタM6
のゲート電極は、第2走査線Sn-1に接続される。このような第6トランジスタM6は、第2走
査線Sn-1で走査信号が供給される時、ターンオンされてストレージキャパシタC及び第1ト
ランジスタM1のゲート端子を初期化する。このために、初期化電源Vintの電圧値は、デー
タ信号の電圧値より低く設定される。
【００７６】
　このように構成された画素の動作を図6を参照して説明すれば、第1サブフレームの所定
区間の間には、第1発光制御信号Em1がローレベル、第2発光制御信号Em2ハイレベルで提供
されることで、第1単位画素部452の緑GのEL素子が発光し、第2単位画素部454の青BのEL素
子が発光するようになる。
【００７７】
　また、第2サブフレームの所定区間には、第1発光制御信号Em1がローレベル、第2発光制
御信号Em2がローレベルで提供されることで、第1単位画素部452の赤RのEL素子が発光し、
第2単位画素部454の青BのEL素子が発光する。
【００７８】
　結果的に図5及び図6を参照すれば、第1単位画素部452では一フレームを2個のサブフレ
ームで分割し、各サブフレームごとに共有する画素回路500を通じて、それぞれR、GのEL
素子を第1及び第2発光制御信号Em1、Em2によって順次駆動させることによって、一フレー
ム時間の間R、GのEL素子が時分割的に順次駆動され、第2単位画素部454ではBのEL素子が
サブフレーム分割に関係なく第1発光制御信号Em1によって一フレーム時間の間駆動されて
、全体的に各画素は、前記R、G、B色の組合によって所定の色を発光して画像をディスプ
レイすることになるのである。
【００７９】
　すなわち、本発明は、寿命が短いBの単位画素は一フレーム時間の間光を発光するよう
にし、寿命が相対的に長いR、Gの単位画素は、一フレーム時間の1/2ずつ順次発光させる
ことによって、同じ輝度を発光するために必要な電流密図は、Bの単位画素がR、Gの単位
画素に比べて低くなるので、Bの単位画素とR、Gの単位画素との寿命偏差を減らすことを
特徴とする。
【００８０】
　以上添付した図面を参照して本発明について詳細に説明したが、これは例示的なものに
過ぎず、当該技術分野における通常の知識を有する者であれば、多様な変形及び均等な他
の実施形態が可能であるということを理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】従来の有機電界発光表示装置のブロック構成図である。
【図２】図1の有機電界発光表示装置の各画素の回路図である。
【図３】図2に図示された各画素の動作波形図である。
【図４】本発明の実施形態による有機電界発光表示装置のブロック構成図である。
【図５】本発明の実施形態による有機電界発光表示装置の画素部に形成される画素の回路
構成を現わす図面である。
【図６】図5に図示された画素の入出力信号に対するタイミング図である。
【符号の説明】
【００８２】
　400　　有機電界発光表示装置
　410　　画素部
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　420　　データ駆動回路
　430　　データ駆動回路
　440　　発光制御信号発生回路
　450　　画素
　451　　第1単位画素部
　454　　第2単位画素部
　500　　画素回路

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】
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